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会議の議題 

(1) 第９期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画令和

６年度実績について 

(2) 第１０期計画策定に係る日常生活圏域について 

(3) 令和７年度保険者機能強化推進交付金・介護保険保険

者努力支援交付金評価結果について 
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別紙 

発言者 発言の要旨 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

(議題１) 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

第１回介護保険等運営審議会 開会のあいさつ 

本会議は「ふじみ野市審議会等の会議の公開に関する規則」第

３条に基づき公開 

本日の傍聴希望者はなし 

出席委員は１０名 

「ふじみ野市介護保険条例施行規則」第３０条第２項の規定に

より、委員の出席が過半数に達しているため、会議の成立を認め

る 

 

第９期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画令和６年度実

績について 

 

 資料に沿って説明 

 

【質疑等】 

 質問・意見１ 

 ４ページ、⑥特定保険指導について。市民からすると、指導を受

ける必要性が感じられないのでは。仕組み自体に工夫が必要なの

ではないか。 

 

 回答１ 

 確かに市民から「先生からは大丈夫と言われたのになぜ通知が来

るのか」と問合せがある。当事業については、国で指針が決まっ

ているため、対象者には通知して指導することが基本である。対

象者はBMIが２５.０以上で血糖値や脂肪率などが高い人が対象と

なる。服薬などの治療が必要になる前に行う保健指導という意味

で支援を行っている。 

 

 質問・意見２ 

 １６ページ、③医療情報との突合・縦覧点検事業について。統合

の内容を教えてほしい。計画値より実績値が約２倍大きいが、こ

れをどう読み取ればよいか。 

 

 回答２ 

 介護給付の情報を国保連に提供している。国保連で介護情報と医

療情報を突合し、本当にサービスが必要かを点検している。点検

の件数であるため、計画の実績値の値が全て不当な給付の件数か



 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

(議題２) 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

(議題３) 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

というとそうではない。 

 

 回答を受けて 

 であれば、次回計画値を出す際は、現状を照らし合わせて計画値

を出すべきであると考える。 

 

 質問・意見３ 

５ページ、イ介護予防把握事業について。ハイリスク者の定義

は何か。 

 

回答３ 

基本チェックリストの該当者の中で口腔や運動といった複数の

項目に重複して該当する者。 

 

第１０期計画策定に係る日常生活圏域について 

 

資料に沿って説明 

 

【質疑等】 

質問・意見４ 

富士見市は同等の人口、高齢化率で、包括が５箇所ある。本市

も今後１箇所増加することも検討すべきと考える。 

 

令和７年度保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支

援交付金評価結果について 

 

資料に沿って説明 

 

【質疑等】 

質問・意見５ 

全国、県内でも本市は上位だが、他の自治体も行政なのでしっ

かりやっているという風に思えるが、そこで差が付くのはなぜか。 

 

回答５ 

評価項目において０点か満点かのいずれかというものだけでは

なく、例えば、取り組んだ内容が全国上位 70％に該当すると４点、

上位 50％に該当するとさらに４点、上位 30％に該当するとさらに

４点といった加算型の評価項目が多い。総合的な評価として本市

は高得点だった。 



 

(議題４) 

 

事務局 

 

その他 

 

次回運営審議会の日程について 

今後の計画業務スケジュールについて 

 

【質疑等】 

なし 

 

閉会 

 

 

 

 


